「スピリチュアリテイと平和」パネルデイスカッション（2005．11.27）

非暴力抵抗の歴史から
稲垣久和
Ⅰ．スピリチュアリテイ（霊性）が公＝国家ではなく公共（市民社会）に働くことが大切。
Ⅱ．アシッジのフランチェスコ、マーテイン・L・キング、ドストエフスキーの『悪霊』。
Ⅲ.  M・L・キング（1929－1968）と黒人の公民権運動、ベトナム反戦運動
・1955年12月5日アラバマ州モンゴメリー市の黒人教会での演説（白人席に座った黒人女性ローザ・パークスが席を立たなかった事件でバス・ボイコット運動開始初日）①
・1963年アラバマ州バーミングハムでのシット・インやフリーダム・ライダーズ運動とデモでの特徴はsinging（黒人霊歌を歌うこと＝霊性の一つが芸術活動）と非暴力抵抗運動であった。この運動の「十戒」とは
1． 日ごとにイエスの教えと生涯について瞑想せよ。
2． バーミングハムにおける非暴力運動は、正義と和解を求めるものであって、決して勝利を求めるものではないことを、常に覚えよ。
3． 愛の精神で歩き、かつ語れ、なぜなら神は愛であるから。
4． 万人が自由になるために、神に用いられるよう、日ごとに祈れ。
5． 万人が自由になるために、個人的願望は捨てよ。
6． 味方だけでなく、敵に対しても、普通の礼儀作法を守れ。
7． 他者と世界のために、絶えず奉仕するように努めよ。
8． こぶしと舌と心の暴力を抑えよ。
9． 精神と身体の健康を保て。
10．運動と、デモの指揮者の指示に従え。

・1963年4月16日「バーミングハムの獄中からの手紙」②
・1963年8月28日「仕事と自由のためのワシントン大行進」25万人の前で演説③
・1967年4月4日ニューヨークの教会でベトナム反戦講演「ベトナムを越えて」④
「神の子であり、互いに兄弟であることへのわれわれの召命（calling）は、人種、国家、信条への召命を超え出ている」。
・1968年4月3日テネシー州メンフィスで最後の講演「私は山頂に登ってきた」⑤
・4月4日、会話中に狙撃され死亡。
・4月11日「住宅の売買・賃貸における人種差別を禁じる1968年公民権法」議会通過。
・10月、米軍の北爆停止。
・「非暴力抵抗主義」のもつ意味　→　抵抗はするが暴力は使わない。友愛と正義と和解を。
Ⅳ. フランチェスコ（1182－1226）は、貧しさと苦行のうちに厳しく生きると共に、自然を慈しみ、対立する陣営の間の平和と協調、イスラム教とキリスト教の対話を大切にした。

フランチェスコの「平和の祈り」
ああ主よ、
　　私をあなたの平和の道具としてください。
私を、
　　憎しみのあるところに愛をもたらす者としてください。
　　争いのあるところに赦しを、
　　分裂のあるところに
　　一致をもたらす者としてください。
私に、
　　理解されることよりも
　　理解することを、
　　愛されることよりも、
　　愛することを
　　求めさせてください。
私たちは、
　　自ら与えるので受け、
　　赦すので赦され、
　　自分の身を捨てて死ぬので
　　永遠の生命を得るのです。
